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【過去の噴火履歴】 

・ 安達太良山におけるマグマ噴火は、過去約1万年間で6回以上

発生しており、最も新しい時代では、約2,400年前に起こったと考

えられています。 

・ 一方、水蒸気噴火は、過去約2,400年間で少なくとも3回以上発

生しており、マグマ噴火と比較して発生頻度が高い現象です。 
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1900年 Ad-P5 水蒸気噴火

10世紀頃 Ad-P4 水蒸気噴火

？ Ad-P3 水蒸気噴火

約2400年前 沼ノ平6テフラ Ad-NT6
ブルカノ式噴火
水蒸気噴火
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？ Ad-P2 水蒸気噴火

？ Ad-P1 水蒸気噴火

約4000年前 沼ノ平5テフラ Ad-NT5
ブルカノ式噴火
水蒸気噴火
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5000年前 沼沢-沼沢湖テフラ Nm-NK

約5600年前 沼ノ平4テフラ Ad-NT4
ブルカノ式噴火
水蒸気噴火
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約7200年前 沼ノ平3テフラ Ad-NT3
ブルカノ式噴火
水蒸気噴火
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約7800年前 沼ノ平2テフラ Ad-NT2
ブルカノ式噴火

水蒸気噴火
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約1万年前 沼ノ平1テフラ Ad-NT1
ブルカノ式噴火

水蒸気噴火
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年代 テフラ名 記号 噴火形態

←広域テフラ（鍵層）

【図集で想定している噴火の大きさ】 

＜図集では２種類の噴火規模を想定しています＞

【安達太良山火山災害予想区域図集の前提条件】 

■本図集に示されている災害予想区域は、安達太良山の過去約1万年間の活動実績に基づいて設定した最大規模のマグマ噴火を含む様々な想

定条件による数値計算結果を示したものです。

■実際の噴火では、この図集に示したものとは異なる活動の推移や影響が生じる可能性もあります。

①水蒸気噴火

・1900年(明治33年)に起こった噴火の

規模を想定しています。 

・総噴出物量は約110万ｍ３程度で想

定しています。 

・ 火口は沼ノ平火口を想定しています。

②マグマ噴火

・ 過去約1万年間の噴火履歴より想定さ

れるマグマ噴火1回の最大噴火規模

を想定しています。 

・ 総噴出物量約600万ｍ３程度で想定し
ています。 

・ 火口は沼ノ平火口を想定しています。 

現行の火山防災マップと同じ想定規模 

・噴石が火口から約 1.0km の範囲に飛散し、融雪型火山泥
流が硫黄川沿いに流下します。融雪型火山泥流の氾濫水
深は概ね 50cm 以下の範囲が多いと考えられます。 

現行の火山防災マップの約 6 倍の噴出物量 

・噴石が火口から約 4.0km の範囲に飛散し、融雪型火山泥流
は硫黄川に加えて荒川、湯川など全周囲に流下する可能性
が考えられます。氾濫による水深は川沿いなどで大きく「①水
蒸気噴火」の場合と比べて、水深が 50cm 以上の範囲がより広
くなると考えられます。 

小さい 大きい 
噴火規模 

【融雪型火山泥流と降灰後の土石流について】 

・ 融雪型火山泥流とは、火口の周囲の雪が噴火の熱で一気に融

解し、川や斜面の土砂や樹木を巻き込みながら大量の泥水が

流れ下る現象で、非常に広い範囲に影響をあたえることがあり

ます。安達太良山でも積雪期に噴火が起これば、融雪型火山

泥流の発生が想定されます。 

・ 降灰後の土石流とは、噴火で山体斜面を広く覆って堆積した火

山灰が、降雨時に雨水を一気に渓流に集めて、火山灰や岩塊、

樹木などを巻き込んで土石流となって流れ下る現象です。 

例）ケース 4 例）ケース 2 

出典）山元孝広・阪口圭一（2000）、テフラ層序から見た安達太良火山、最近約 25
万年間の噴火活動、地質学雑誌、Vol.106,No.12,p.865-882

この抜粋版では、被害が最も大きくなると 
考えられる②マグマ噴火(ｹｰｽ  4)を掲載 
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安安達達太太良良山山のの噴噴火火シシナナリリオオ（（イイベベンントトツツリリーー））  （全8ケース）

※ここで整理した噴火シナリオは、安達太良山の過去約 1 万年
間の活動履歴から推測したものであり、必ずしもこの順序で 
推移するとは限らない。 

１(平常) ２(火口周辺規制) ３(入山規制) ４(避難準備) ５(避難) ４～１ 
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１(平常) ２(火口周辺規制) ３(入山規制) ４(避難準備) ５(避難) ４～１ 

融雪型火山泥流の想定条件 

○積雪深：2 年超過確率年最大積雪 

○噴出物の温度：８00℃ 

降灰の想定条件 
○風向：全周囲 ○風速：５ｍ／ｓ 

ケケーースス 44（（積積雪雪期期ののママググママ噴噴火火〔〔噴噴出出量量：：66××110066mm33〕〕））のの火火山山災災害害予予想想区区域域図図 
安達太良山の過去約 1 万年間の活動の中から、最大規模のマグ
マ噴火が積雪期に発生した場合の被害想定 

石石
筵筵
川川  

水水
上上
沢沢  

高高森森川川  

硫硫黄黄川川  

小小塚塚川川  

中中ノノ沢沢  

赤赤留留川川  

樽樽川川  

3300ccmm  

杉杉田田川川  

烏烏川川  

湯湯川川((油油井井川川))  
東東鴉鴉川川  

融雪泥流諸元 

泥流総量 
（万 m3） 

ピーク流量 
（m3/s） 

8,627 47,928 

※全ての沢の合算値 

2200ccmm  
1100ccmm  

融雪型火山泥流
の最大流動深 

西西鴉鴉川川  

全現象の災害予想区域図 

想定現象：噴石、降灰、火砕サージ、融雪型火山泥流 

深深堀堀沢沢川川  

石石
筵筵
沢沢  

寺寺
沢沢  

大大
山山  

5500ccmm  

火砕サージは
火口から 5km
程度流下する
可能性がある

火砕サージは
火口から 5km
程度流下する
可能性がある 

猪苗代町 

郡山市 
大玉村

二本松市

福島市

本宮市

降灰後の土石流対象渓流

市町村界

国道
有料道路; 高速道路
県道
鉄道

凡例

55ccmm  

12km 

7.0km 

4.8km

2.8km

4km

20km 
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（問い合わせ先） 

福島県 土木部 砂防課 

福島県福島市杉妻町 2-16   TEL:024-521-1111 

国土交通省 東北地方整備局 福島河川国道事務所 

福島県福島市黒岩字榎平 36 TEL:024-546-4331 

「この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図 50000（地図画像）及び数値地図 25000（地図画像）を複製したものである。

（承認番号 平26情複、第1094号）」 




